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政策の名称 政策の目的・目標 政策評価の結果の概要 政策評価の結果の政策への反映状況 
インターネットによ
る古典籍の紹介 

書陵部において収蔵
する諸資料（古典籍）
の目録をデータベー
ス化し、画像情報と共
に宮内庁ホームペー
ジを通じて広く国民
に紹介することによ
り、利用者の利便性の
向上を図る。 

（必 要 性） 
書陵部所蔵資料目録・画像公開システムへの

アクセス件数を見てみると、当初の平成２５年
以降増加傾向が続き、とりわけ直近の３か年に
おいては連続して過去最高件数を更新し、令和
４年度のアクセス件数は約５４８万件となっ
ている。以上より、本事業は、その目的に照ら
して、必要性の高いものであったといえる。 
（有 効 性） 

アンケート調査の結果によると、「使いかた・
見かたのわかりやすさ」について、「とてもわ
かりやすい」・「わかりやすい」との回答がト
ップページ及び検索ページについて約６割、ギ
ャラリーについても好意的な評価が約７割で
あった。また、学識経験者の意見においても、
高い評価をいただくとともに、更なる充実への
要望もいただいた。以上より、本事業は、その
目的に照らして、有効性の高いものであるとい
える。 
（効 率 性） 

書陵部所蔵資料目録・画像公開システムの賃
貸借及び保守の契約に当たっては、一般競争入
札を実施し、経費の節減を図った。また、画像
公開に当たり、既に他機関で画像が公開されて
いる古典籍に関しては、当該他機関の了承を得
て、そのURLにリンクを貼ることにより、コスト
をかけずに画像の公開を実施している。画像を
２か月に１回数点ずつ紹介する「ギャラリー」
の更新についても、職員が作成・公開作業を行
い、新たな経費をかけることなく実施してい
る。 以上より、本事業は、その目的に照らして、
効率性の高いものであるといえる。 
（今後の課題） 

アンケート調査の結果においても、また、学
識経験者の意見においても、更なる画像公開な
どのコンテンツの充実に対する要望があった
ことから、公開画像を増やしていくなどの充実
を図っていくことといたしたい。また、アンケ
ート調査の結果における、ユニバーサルデザイ
ンに沿ったページのデザインや書誌情報の追
加などの要望については、将来的にシステムを
改善することを含め、今後検討していくことと
いたしたい。 

 アンケート及び学識経験者の意見を
踏まえ、利用者の利便性向上のため、シ
ステムに公開する画像を２５９件（６４
３点※）分追加し、全体で２，２５６件
（７，０５４点）分を公開している（令
和６年３月１日時点）。今後も引き続き
充実を図っていく。 
 また、要望のあったページデザインの
課題や書誌情報の追加等については、参
考情報の追加など可能なものについて
は順次取り組んでいるほか、システムの
改善を要するものについては、引き続き
検討していく。 
 
 
 
 
※件数と点数：書名が複数点の資料（全〇巻など）

から構成されるものがある。 


